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＜病棟連絡事項＞
・医療福祉学会の演題募集のお知らせが来ています。期限は6/15となっており、抄録の締め切りは9月中旬予定との事です。
・薬局へ新しく、薬剤師の須澤先生が配置となっています。

＜患者連絡事項＞
・大久保　貴之様～本日退院しています。6/16初外来時に業者洗濯の残りを返却し、またMRSAの結果をお伝えする事となっていますので周知をお願いします。
・太田　富夫様～眼鏡作成希望あり、主治医より眼科受診可の指示あります。家族連絡をしましょう。
・船木　惠美子様～6/3支払いの為、単独での外出許可下りています。また、以前からあった両手の振戦が増加した様子で気にする発言があります。症状観察し、記録へ残しましょう。
・成田　賀枝様～歩行状態不安定さあり、本人からも時々転ぶ事があると話しあります。シルバーカーや履物の変更を検討しましょう。
・斎藤　光枝様～昨日主治医より、家族の受け入れが整ったらば退院可能と話しがあり、本人より退院調整の希望があります。御家族へ連絡を行いましょう。
＜要注目患者様ケース検討＞
・下妻　康貴様～作業療法途中退席しており、頭重感の訴えがあります。また、胸のあたりが重いとの話も聞かれますが、傾聴し自室にて休む事で表情柔らかになっています。集団行動が苦手な様子もあります。昨日より治験薬が内服開始となっていますので、体調確認と精神症状の観察を行いましょう。
・小笠原　文人様～昨日一方的な訴えが頻回に聞かれ、落ち着きの無さありました。今日は落ち着き見られており、プログラム参加も出来ています。症状悪化してくると失禁が目立つようです。
・成田　富士子様～昨日23:30頃に低血糖症状の訴えあり、BS67mg/dlでブドウ糖注射液を内服し、90㎎/dlへ改善。以降不調の訴えや低血糖は無く経過しています。ブドウ糖注射液1本処方となっています。
・神田　直樹様～最近気分の高揚さが見られており、女性患者様とじゃれ合いシャドーボクシングをしたり、差し入れの内容が過度となる事や、家族が対応できない事について不機嫌になる事があります。
＜金Dr.診察情報＞

・佐々木　紀子様～「長男夫婦がいる」と他室の扉をノックする事があります。適宜巡視し、観察と声掛けを行いましょう。幻覚・妄想あり、薬剤副作用考え持参薬のレキップＣＲ(2)2T除剤となっています。1週間後再度検討していくとの事なので次回診察時に確認しましょう。また、様子観察し、迷惑行為が続く場合は主治医へも確認をとり、ユニット移動を検討しましょう。
・川崎　隆志様～施設の申し込み先を増やす様指示あります。内服薬の変更はありません。
・澤田　真理様～問題なければ次回デポ剤実施後、７月中を目途に退院予定となっています。次回6/15デポ剤実施予定です。また、オランザピンがトータル20㎎→15㎎へ減量となっています。
・小笠原　文人様～開放病棟への移動許可有ります。
・佐々木　章洋様～本人より生活態度の乱れを自覚する発言有り、主治医からも再度生活態度を改めるよう指導されています。具体的な内容は記録を参照して下さい。また細かなルールに関しては病棟で決定して良いとの事です。
・沼田　ゆき子様～みちのく記念病院への退院を進める事を改めて伝え、早めに動くよう指示あります。診療情報提供書作成依頼行っています。
